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緒言 

虚血性心疾患は身体障害と死亡の主な原因である。近年、経皮的冠動脈インターべ

ション、オフポンプ冠動脈バイパス術などの新しい医療技術の導入に伴って、虚血性心

疾患の治療費が著しく増加してきた。喫煙、高血圧、糖尿病、脂質異常症は虚血性心疾

患の従来のリスク因子である。これらのリスク因子への介入は虚血性心疾患のリスク減

少につながる。欧米人における疫学研究では、多数の虚血性心疾患患者が従来のリスク

因子を保有していると報告されている。一方、いくつかの先行研究では、50%以上の虚

血性心疾患患者がこれらの従来のリスク因子を持っていないと指摘されている。また、

新しい分子・遺伝バイオマーカーなどのその他のリスク因子に関する研究も注目されつ

つある。 

虚血性心疾患のリスク因子に関する正しい理解は医療政策、医療資源の効率的活用

にとって重要である。しかし、日本人における虚血性心疾患患者の従来のリスク因子の

保有状況に関する研究は少ない。本研究では、国民健康保険の被保険者を対象に、全傷

病登録診療報酬明細書（レセプト）を用いて、虚血性心疾患患者の高血圧、糖尿病、脂

質異常症の保有状況を分析し、これらのリスク因子と虚血性心疾患との関連性を明らか

にする。 

対象と方法 

本研究の対象者は平成 22 年 5 月に医療サービスを受けた 40-79 歳の長崎県国民健

康保険加入者であった。疾病はレセプトに記載されている ICD-10 コードに基づいて診

断した。患者群は虚血性心疾患患者 42,236 人であった。対照群は脳血管疾患、動脈・

細動脈・毛細血管の疾患、肝臓疾患、慢性腎疾患を除く患者から性・年齢をマッチング

し、無作為に１対１で抽出した。リスク因子と虚血性心疾患との関連性は条件付きロジ

スティック回帰モデルで算出したオッズ比(OR)と 95%信頼区間(95%CI)によって評価し

た。 



結果 

100 人被保険者当たり虚血性心疾患の 1ヶ月受療率は男性 11.1 人、女性 10.6 人で

あった。虚血性心疾患患者の 90％以上が少なくとも一つ以上のリスク因子を保有して

いた。対照群に比べ、患者群の高血圧(76.6% vs. 47.5%, P<0.001)、糖尿病(43.0% vs. 19.9%, 
P<0.001),脂質異常症(54.9% vs. 27.5%, P < 0.001)の有病率は有意に高くなっていた。条件

付きロジスティック回帰分析の結果、高血圧（OR=4.5, 95%CI:4.3, 4.7)、糖尿病(OR=4.2, 
95%CI: 3.9, 4.6)、脂質異常症（OR=5.3, 95%CI:4.9, 5.7）は虚血性心疾患と有意に関連

していた。複数のリスク因子を保有する対象者の虚血性心疾患のリスクはさらに高かっ

た。 

考察 

欧米人における疫学研究では、多数の虚血性心疾患患者が従来のリスク因子を保有

していると報告されている。Khot らは 14 個の臨床試験で 122,458 人の虚血性心疾患患

者において、喫煙、高血圧、糖尿病、脂質異常症の有病率を調べ、80－90％の患者が少

なくとも一つ以上の従来のリスク因子を保有していたと報告した。Greenland らは米国

の 20,995 人の虚血性心疾患患者における喫煙、高血圧、糖尿病、脂質異常症の有病率

を調べ、87－100％の患者が少なくとも一つ以上の従来のリスク因子を保有していたと

指摘した。本研究では 90％以上の日本人虚血性心疾患患者が少なくとも一つ以上の従

来のリスク因子を保有していた。本研究の結果は欧米人の研究結果と類似していた。 

虚血性心疾患の進行には従来のリスク因子が重要な役割を果たしている。Stamler

らは、従来のリスク因子を持っていない対象者の虚血性心疾患のリスクがそれ以外のも

のに比べ、80-90%低下していたと報告した。Wald らはアスピリン、スタチン、降圧剤

および葉酸を含む錠剤が虚血性心疾患のリスクを 88％まで減少する可能性があると指

摘した。また、Pais らは禁煙、適当な運動、野菜・果物の摂取などのライフスタイル

の改善が虚血性心疾患のリスク減少につながると報告した。本研究では、高血圧、糖尿

病、脂質異常症は虚血性心疾患と有意に関連しており、複数のリスク因子を保有する対

象者の虚血性心疾患のリスクはさらに高かった。本研究は従来のリスク因子の重要性を

強調した。 

C 反応性蛋白、フィブリノーゲン、リポ蛋白質とホモシステインのようなバイオマ

ーカーに関する研究は、虚血性心疾患の病因探索および臨床治療などに対する良い情報

を提供できるが、日常的なスクリーニングへの応用については更なる検証が必要である。

虚血性心疾患患者における従来のリスク因子の高い有病率及びその強い関連性から、臨

床医学、公衆衛生政策および研究活動において従来のリスク因子に重点を置くことが大

切であると考えられた。 

結論として、高血圧、糖尿病と脂質異常症の早期治療およびライフスタイルの改善

を含む積極的な予防戦略は、虚血性心疾患の予防につながると考えられた。 
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